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来照らす光に未
島市） 、特別賞に県立しらさぎ中学

校(徳島市)が選ばれた。新型コロナ

ウイルス禍の収束が見通せない中、

古里に明るい希望を与えた各団体の

活動内容を紹介する。

徳島の発展に貢献した個人や団体

を表彰する徳島新聞賞。58回目を迎

えた今年は、大賞にNPO法人TI

COぐ吉野川市)、奨励賞に弓没社団

法人徳島イノベーションベース(徳

１
９
９
３
年
、
代
表
理
事
を
務

め
る
吉
田
修
医
師
ら
国
際
支
援
活

動
に
関
心
の
高
い
医
療
関
係
者
が

集
ま
り
、
勉
強
会
を
重
ね
た
穏

島
で
国
際
協
力
を
考
え
る
会
」
が

前
身
。
２
０
０
２
年
に
「
Ｔ
Ｉ
Ｃ

Ｏ
」
と
改
め
“
年
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
化
さ
れ
、
ア
フ
リ
カ
南
部
ザ
ン

ビ
ア
を
中
心
に
医
療
・
保
健
福
祉
、

農
村
開
発
事
業
な
ど
に
取
り
組

む
。
最
近
で
は
ロ
シ
ア
侵
攻
後
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
医
療
支
援
に
も

尽
力
し
て
い
る
。

吉
田
医
師
は
予
算
と
人
員
、
物

資
を
つ
ぎ
込
み
、
特
定
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
集
中
的
に
進
め
る
と
い

う
、
当
時
主
流
だ
っ
た
国
際
支
援

方
法
に
疑
問
を
持
っ
て
い
た
。
例

え
ば
ま
ん
延
す
る
感
染
症
の
背
景

に
は
、
不
衛
生
な
環
境
や
貧
困
、

教
育
の
不
足
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要

因
が
絡
ん
で
い
る
。
そ
う
し
た
問

題
を
改
善
し
つ
つ
、
住
民
が
主
体

と
な
っ
て
活
動
を
持
続
し
て
い
け

る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が

重
要
だ
と
考
え
た
。

Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
は
こ
れ
ま
で
、
ザ
ン

ビ
ア
で
の
保
健
・
栄
養
指
導
、
病

院
が
な
い
地
域
で
の
診
療
所
開

設
、
妊
産
婦
の
支
援
事
業
、
１
１

９
番
制
度
の
な
い
同
国
で
の
救
急

搬
送
整
備
事
業
な
ど
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
現
地
で
の
人
材
育
成
に

軸
足
を
踵
き
、
終
了
後
も
、
地
元

住
民
が
引
き
継
い
で
い
る
事
業
は

多
い
。
近
年
で
は
２
０
１
７
年
、
ザ
ン

ビ
ア
で
心
臓
外
科
医
を
育
成
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
た
。
心
臓

病
医
療
が
未
熟
な
同
国
で
は
心
疾

患
で
の
死
亡
が
死
因
の
１
位
だ

が
、
手
術
が
で
き
る
医
師
は
現
地

Ｉ
受
糞
の
感
想
は
。

活
動
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う
良
い

き
っ
か
け
に
な
る
と
思
う
。
ま
た
、
Ｔ

Ｉ
Ｃ
Ｏ
の
活
動
資
金
は
、
寄
付
や
国

際
支
援
団
体
か
ら
の
助
成
金
な
ど
で

ま
か
な
っ
て
い
る
。
糞
金
も
あ
り
が

た
く
、
〈
濯
の
活
動
に
生
か
し
た
い
。

ｌ
長
年
に
わ
た
り
、
ザ
ン
ビ
ア
を

中
心
に
国
際
支
援
活
動
を
行
っ
て
い

る
。地
域
の
住
民
自
身
が
、
基
本
的
人

権
で
あ
る
健
康
の
問
題
に
主
体
的
に

向
き
合
う
デ
ラ
イ
マ
リ
ー
ヘ
ル
ス

ケ
ア
」
の
考
え
方
を
中
心
に
据
え
て

活
動
し
て
き
た
。
Ｔ
Ｉ
Ｃ
○
は
地
方

’

干
ば
つ
対
策
に
も
着
手

１
１

賞
Ｎ
Ｐ
⑧
法
人
Ｔ
Ｉ
瞳
○

二

国際支援住民主体で
吉田修代表理事インタビュー
－

。

発
の
小
さ
な
Ｎ
Ｐ
○
だ
が
、
大
き
な

組
織
が
で
き
な
い
こ
と
を
や
っ
て
こ

れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
国
際

協
力
活
動
を
や
り
た
い
と
い
う
医
師

に
い
な
い
。
先
進
国
か
ら
派
遣
さ

れ
る
医
師
に
頼
っ
て
い
る
の
が
現

状
だ
が
、
手
術
を
受
け
ら
れ
る
の

は
ご
く
一
部
の
人
だ
け
だ
。

心
臓
外
科
医
の
松
村
武
史
医
師

が
中
心
と
な
り
、
年
に
４
回
ほ
ど

も
徳
島
に
集
ま
り
、
地
域
医
療
に
も

貢
献
で
き
て
い
る
と
自
負
し
て
い

る
。
ｌ
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

後
、
医
療
支
援
活
動
に
も
取
り
組
む
。

隣
国
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
の
医
療
支
援

活
動
に
従
事
し
た
。
今
後
も
、
で
き

る
こ
と
を
や
っ
て
い
き
た
い
。
支
援

ザ
ン
ビ
ア
を
訪
れ
て
現
地
医
師
に

指
導
し
な
が
ら
の
手
術
を
実
施
。

飯
副
術
後
の
管
理
を
担
う
看
護
師

や
人
工
心
肺
装
置
を
取
り
扱
う
臨

床
工
学
技
士
に
も
指
導
し
、
聿
術

チ
ー
ム
」
と
し
て
育
っ
て
き
つ
つ

〆

一
噂

活
動
に
関
心
を
寄
せ
て
く
れ
る
の
は

と
て
も
あ
り
が
た
い
。
一
方
で
、
戦

争
を
し
て
い
な
い
発
展
途
上
国
で
も

毎
日
、
貧
困
や
飢
餓
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ

以
上
に
子
ど
も
た
ち
の
命
が
失
わ
れ

て
い
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
だ
け
で
な
く
、

こ
う
し
た
現
状
に
も
目
を
向
け
て
ほ

し
い
と
思
う
。

‐
ム
マ
後
の
展
望
は
。

近
年
、
ザ
ン
ビ
ア
は
度
々
深
刻
な

干
ば
つ
に
見
舞
わ
れ
て
お
り
、
地
球

温
暖
化
が
加
速
し
て
い
る
こ
と
を
感

じ
る
。
今
後
は
医
療
支
援
と
と
も
に
、

現
地
で
持
続
可
能
な
壁
お
在
り
方

を
模
索
し
た
い
。
水
を
確
保
し
て
森

林
伐
採
を
し
な
く
て
も
い
い
農
法
を

壁
￥
し
、
干
ば
つ
に
強
い
村
づ
く
り

が
で
き
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組

む
。
（
聞
き
手
Ⅱ
乾
栄
里
子
）

あ
る
。
吉
田
代
表
理
事
は
「
先
進

国
な
ら
助
か
る
命
が
、
ザ
ン
ビ
ア

で
は
失
わ
れ
て
き
た
。
医
師
育
成

に
よ
り
年
間
何
千
人
も
の
患
者
が

救
わ
れ
る
未
来
が
見
え
て
き
た
」

と
力
を
込
め
た
。
（
乾
栄
里
子
）

』

ザンビアの心臓外科医育成プロジェクトで、手術に取り組んだ白本人とザンビア人の医師ら。死亡
要因1位の心疾患を治療できるよう指導に当たっている＝5月初旬、首都ルサカ(TICO提供）


